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イノベーションを機能させる IPA の６つの構成要素 

 

これからの時代のイノベーションは、個別の要素だけでは成立しない。 

AI も、データも、人材も、制度も、単体では価値を生まない。実際に、それらは分断されたままで、

十分に機能していない。 

 

イノベーションが社会の中で十分に機能しない原因は、主に次の 6 つである。 

方向が定まらず、取組が重複し、全体として価値を生んでいない。 

信頼が確保されず、技術やサービスが社会に受け入れられていない。 

データやシステムが分断され、つながらないため価値が広がらない。 

リスクへの対応が不十分で、継続して使われない。 

実証で止まり、必要な資金や制度的支援につながらず、社会実装に至らない。 

知見が蓄積されず、人材が育たないため、同じ試行錯誤が繰り返される。 

 

それぞれは合理的でも、全体としては機能していない。このままでは、価値は持続的に生まれない。

だからこそ、イノベーションは構造として成立させなければならない時代である。 

 

方向が定まらない状況には、全体の方向と優先順位を定める設計（Social System Design）

が必要になる。 

信頼が確保されない状況には、判断の透明性と責任を明確にする前提（AI Trust）が必要になる。 

分断された状況には、データや基盤を結び、活用可能にする接続（Digital Commons）が必要

になる。 

継続できない状況には、安全性と耐性を確保する防御（Cyber Security）が必要になる。 

実装に至らない状況には、実証を実装へと移行させ、必要な資金や制度的支援につなぐ駆動

（Frontier）が必要になる。 

知見が蓄積されず、人材が育たない状況には、次に活かす育成（Academy）が必要になる。 

 

これら 6 つの機能が連動してはじめて、価値は持続的に生み出される。 

IPA は、この構造を設計し、接続し、産業界・行政・アカデミアの協働を通じて、イノベーションを社

会の中で成立させる。 
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前

提 

Social System 
Design 

Architected by IPA 

社会・システム構想 

デジタル社会への設計 

デジタルおよび AI を前提とする社会の方向と 

構成原理を設計する。 

ガバナンス・制度・ルールとして具体化し、 

個別の成果を持続可能な社会システムへと転換する。 

AI Trust  
Framed by IPA 

信頼条件 

デジタル社会への条件 

AI が社会の判断と実行を支える基盤となるための 

前提を定義する。 

判断過程の可視化、検証可能性、制御可能性、 

責任の明確化、継続的更新を通じて、 

社会に受け入れられる状態を確保する。 

   

機

能 

IPA Digital 

Commons 

基盤共有・接続 

デジタル社会への接続 

分断されたデータや技術基盤を接続し、 

共通資産として活用可能にする。 

AI が理解・活用できる形で分野横断的に連携させ、 

価値創出のスケールを拡張する。 

IPA Cyber 

Security 

安全確保・レジリエンス 

デジタル社会への防御 

システムとデータの安全性と継続性を確保する。 

真正性や耐改ざん性を担保し、 

不確実性やリスクに対する耐性と回復力を支える。 

IPA Frontier 

変革創出・実装駆動 

デジタル社会への駆動 

実証を社会実装へと前に進め、 

変革を現実の価値へと転換する。 

産業界・行政・アカデミアの挑戦を接続し、 

技術・人材・データに加え、 

資金や制度的支援を含む実装条件を一体として整える。 

IPA Academy 

人材育成・循環 

デジタル社会への育成 

価値創出を担う人材を育成し、 

実践の中で知見を蓄積・還流させる。 

学習と実装を循環させ、 

継続的に更新し続ける能力を社会に形成する。 

これらの機能は独立して存在するのではなく、設計・前提・接続・安全・実装・循環という関係のも

とで相互に作用する。 

この構造が機能してはじめて、イノベーションは持続的に創発される。 


